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「
た
ん
と
う
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
」
が
、
四
月
十
三

日
〜
二
十
四
日
、
豊
岡
市
但
東
町
で
開
催
さ
れ
た
。
十

万
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
で
描
く
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
は

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」。
五
色
の
花
で
色
鮮
や
か
に
国
の
特
別

天
然
記
念
物
で
も
あ
る
県
鳥
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

　

開
催
期
間
中
、
六
万
六
千
人
が
訪
れ
、
色
と
り
ど
り

の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
に
見
入
っ
て
い
た
。

「
た
ん
と
う
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
」

■県連合会Letter ２～４頁
　・平成19年度事業計画の概要　・県功労者表彰
　・栄ある褒章受章　　　　　・県商工会青年部連合会通常総会
　・産学連携記念フォーラム＜特集その２＞

■商工会Letter ５～６頁
　・生野銀山へいくろう祭り（生野町）
　・第21回北前まつり（竹野町）
　・6月1日商業統計調査を実施します！（兵庫県）
　・主な行事予定
　・「藤まつり」 と 「山﨑ウォーキング＆ウォッチング」（宍粟市）
　・特産品販売所をオープン（淡路市）
　・ひょうご出会いサポート事業（兵庫県）

十
六
年
目
を
迎
え
た
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①
地
域
活
力
増
進
事
業
の
実
施（

新
規
）

　

商
工
会
の
地
域
活
力
増
進
の
た
め

の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
産
業

の
育
成
な
ど
商
工
会
の
地
域
活
力
増

進
に
つ
な
が
る
事
業
を
提
案
方
式
に

よ
り
広
く
公
募
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
内
商
工
業
の
振
興
や
商
工
会
の

地
域
価
値
の
向
上
等
を
図
っ
て
い
く
。

②
商
工
会
地
域
力（
ま
ち
づ
く
り
力
）

調
査
研
究
事
業
の
実
施
（
新
規
）

　

商
工
会
で
は
地
域
力
（
ま
ち
づ
く

り
力
）
を
高
め
、
自
立
し
た
持
続
可

能
な
地
域
経
営
を
確
立
し
て
い
く
こ

と
が
急
務
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
地
域
力
（
ま
ち
づ
く
り

力
）
を
高
め
て
い
く
手
法
を
様
々
な

角
度
か
ら
分
析
し
て
、
そ
の
成
功
事

例
を
伝
え
て
い
く
た
め
の
調
査
研
究

事
業
を
実
施
す
る
。

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

商
工
会
等
の
組
織
強
化

地
域
活
性
化
事
業
対
策
へ
の
積
極
的
取
り
組
み

　

③
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
関
す
る
支
援
（
新
規
）

　

商
工
会
地
域
に
お
い
て
は
、
特
産

品
や
観
光
、
技
術
、
伝
統
文
化
等
の

貴
重
な
資
源
を
有
し
な
が
ら
も
、
商

品
開
発
や
情
報
発
信
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

不
足
し
て
い
る
た
め
新
事
業
展
開
が

阻
害
さ
れ
て
い
る
中
小
企
業
等
が
存

在
す
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
中
小
企
業
庁
が

進
め
る
「
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用

促
進
法
」
に
基
づ
く
地
域
資
源
活
用

事
業
計
画
の
認
定
企
業
の
輩
出
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
取
り
組

み
や
ブ
ラ
ン
ド
の
発
掘
等
を
支
援
す

る
。

　
④
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
の
推
進（

新
規
）

　

事
業
に
失
敗
し
た
中
小
企
業
者
が

新
た
な
事
業
に
再
挑
戦
し
た
り
、
事

業
継
続
が
困
難
な
中
小
企
業
者
が
円

滑
に
撤
退
し
て
次
の
再
起
に
備
え
ら

れ
る
よ
う
全
国
商
工
会
連
合
会
、
再

生
支
援
協
議
会
等
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
相
談
窓
口
の
設
置
や
専
門
家

派
遣
な
ど
に
よ
り
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
を
推
進
す
る
。

①
商
工
会
組
織
強
化
対
策
の
実
施

　

商
工
会
員
数
等
の
減
少
が
続
い
て

お
り
、
組
織
の
根
幹
を
揺
る
が
す
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
態

を
打
開
す
る
た
め
、
商
工
会
活
動
の

原
点
に
立
ち
帰
り
、
経
営
改
善
普
及

事
業
の
基
礎
で
あ
る
巡
回
指
導
を
き

め
細
か
く
行
い
、
多
様
化
す
る
会
員

ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き
る
組
織
に
変
革

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
会
員
数×

三
回

以
上
を
目
標
に
設
定
し
、
積
極
的
に

会
員
ニ
ー
ズ
の
聞
き
取
り
に
努
め
、

会
員
の
商
工
会
に
対
す
る
信
頼
感
の

向
上
に
努
め
る
。

会
員
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
共
済
事
業
の

推
進

　

商
工
会
が
推
進
す
る
共
済
事
業
に

つ
い
て
は
、
会
員
ニ
ー
ズ
に
適
し
た

各
種
共
済
の
充
実
に
努
め
る
。

　

そ
の
た
め
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
続
き
「
医
療

共
済
」
の
導
入
を
検
討
し
つ
つ
、
四

月
一
日
か
ら
保
険
料
の
引
き
下
げ
改

定
を
行
う
と
共
に
、
近
畿
府
県
連
と

連
携
し
て
統
一
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

②
商
工
会
合
併
の
支
援
・
連
携
強
化

　

商
工
会
の
合
併
が
本
格
化
す
る
中
、

「
広
域
・
合
併
推
進
本
部
」
を
引
き

続
き
設
置
し
、
県
下
商
工
会
の
合
併

を
支
援
す
る
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
商
工
会

巡
回
相
談
（
指
導
）
を
実
施
し
、
商

工
会
と
の
情
報
共
有
化
と
課
題
解
消

に
努
め
る
。

③
県
青
連
・
県
女
連
創
立
四
十
周
年

事
業

　

本
年
度
は
、
青
年
部
連
合
会
・
女

性
部
連
合
会
が
創
立
四
十
周
年
の
節

目
を
迎
え
る
た
め
、
記
念
式
典
を
開

催
す
る
。
式
典
に
は
、
県
下
の
商
工

を
実
施
す
る
な
ど
し
て
積
極
的
に
推

進
す
る
。

　

商
工
安
全
共
済
に
つ
い
て
も
、
小

規
模
事
業
者
の
福
祉
増
進
等
を
図
る

た
め
、
一
層
の
加
入
推
進
に
努
め
る

ほ
か
県
共
済
共
同
組
合
と
連
携
し
て

自
動
車
共
済
等
の
他
の
共
済
事
業
に

つ
い
て
も
積
極
的
に
推
進
す
る
。
ま

た
、
経
営
指
導
員
の
巡
回
指
導
を
徹

底
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
規
会
員
の

加
入
を
促
進
す
る
。

会
青
年
部
・
女
性
部
の
代
表
が
一
堂

に
会
し
、、
今
日
ま
で
両
部
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
た
功
労
者
等
の
功
績
を

讃
え
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
連

帯
と
地
域
の
振
興
・
発
展
に
寄
与
す

る
活
動
を
支
援
す
る
。

　県連合会では、平成十九年度は「地域から支持される商工会を目指して」をスローガンに掲げ、会員企業の発
展や地域振興に取り組み、兵庫県が目指す「元気な兵庫」づくりの基調に沿った事業を実施します。その概要は
次のとおり。

平成19年度事業計画の概要平成19年度事業計画の概要
スローガン 地域から支持される商工会を目指して
 巡回指導の徹底・３万会員の確保・地域活力の増進

＜県連合会＞
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県
功
労
者
表
彰

平
成
十
九
年
県
功
労
者
に
商
工
会
か
ら
八
名

新
会
長
に
森
本
匡
俊
氏（
加
東
市
）

 

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
通
常
総
会

　

兵
庫
県
は
、
五
月
二
日
、
平
成
十

九
年
の
県
功
労
者
を
発
表
し
た
。
商

工
功
労
な
ど
二
十
部
門
で
功
績
の

あ
っ
た
二
百
三
十
三
名
を
表
彰
す

る
。
表
彰
式
は
、
五
月
二
十
四
日
、

兵
庫
県
公
館
で
行
わ
れ
る
。

　

商
工
会
関
係
は
次
の
八
名
が
表
彰

さ
れ
る
。

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
仁
部

徹
会
長
）
は
、
四
月
二
十
四
日
、
神

戸
市
・
舞
子
ビ
ラ
神
戸
に
お
い
て
、

第
四
十
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
兵
庫
県
知
事
・
井
戸

敏
三
氏
を
は
じ
め
、多
数
を
迎
え
た
。

　

提
出
議
案
の
五
議
案
に
つ
い
て

は
、
全
て
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

　

特
に
、
第
五
号
議
案
の
県
青
連
役

員
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任

に
つ
い
て
は
、
加
東
市
商
工
会
の
森

本
匡
俊
氏
が
新
会
長
に
選
任
さ
れ
る

と
と
も
に
、
副
会
長
六
名
、
理
事
十

一
名
、
監
事
二
名
が
選
任
さ
れ
た
。

　

ま
た
、第
一
回
幹
部
講
習
会
で
は
、

全
青
連
・
副
会
長
の
植
村
政
人
氏
を

講
師
に
迎
え
「
全
青
連
事
業
へ
の
取

り
組
み
と
今
後
の
青
年
部
活
動
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
し
た
。

▲新会長に選任された森本匡俊氏

舩岡正夫氏
（県連合会理事 川西市商工会会長）

藤井悦治氏
（県連合会理事 加東市商工会会長）

森本敏夫氏 堀本和義氏
（たつの市商工会副会長）

土肥富幸氏
（加東市商工会副会長）

松本一郎氏
（前波賀町商工会会長）

岩見勲氏
（日高町商工会会長）

吉井美智子氏
県商工会女性部連合会副会長
養父市商工会女性部長

山本道雄氏
（県連合会監事 五色町商工会会長）（　　　　　　　　  ）

【
商
工
功
労
】
七
名

【
女
性
・
消
費
生
活
功
労
】

祝　栄ある褒章受章
　平成19年度の春の褒章受章者が
４月28日付で発表され、森本敏夫
氏（春日町商工会会長）が、黄綬
褒章を受章されました。
　心からお祝い申し上げますとと
もに、今後益々のご活躍をお祈り
申し上げます。

しんきんのキャッシュカードなら、「しんきんゼロネットサービス」の
ステッカーのある全国の信用金庫ＡＴＭでの入出金手数料が無料です。
出先で、旅先でご利用下さい。（但し、土日・祝日・所定時間外等を除く）

尼
崎
信
用
金
庫

淡
路
信
用
金
庫

神
戸
信
用
金
庫

但
馬
信
用
金
庫

但
陽
信
用
金
庫

中
兵
庫
信
用
金
庫

西
兵
庫
信
用
金
庫

日
新
信
用
金
庫

播
州
信
用
金
庫

姫
路
信
用
金
庫

兵
庫
信
用
金
庫

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）
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②
兵
庫
県
議
会
議
員

 

石
川
憲
幸
氏

①
兵
庫
県
産
業
労
働
部

 

産
業
振
興
局
局
長 

中
村
稔
氏

産
学
連
携
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

●
と　

き　

平
成
十
九
年
三
月
十
六
日（
金
）

●
と
こ
ろ　

神
戸
市
西
区 

・ 

兵
庫
県
立
大
学「
三
木
記
念
講
堂
」

特　集
その２〈 〉

　

商
工
会
に

は
、
商
工
業

者
の
良
き
ア

ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
頑

張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と

活
動
し
て
お

り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
五
年
前
に
商
工
会
研
究
会
、

昨
年
九
月
に
は
県
会
議
員
四
十
一
名

を
集
め
商
工
会
部
会
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
な
ぜ
商
工
会
に
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
か
と
い
う
と
、
企
業
は

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
生
業
を
変
化

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、

一
番
身
近
な
商
工
会
に
い
ろ
ん
な
情

報
を
集
め
て
い
た
だ
き
、
シ
ャ
ワ
ー

の
ご
と
く
提
供
い
た
だ
け
る
よ
う
な

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
情
報
発
信

的
な
商
工
会
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

④
神
戸
新
聞
社

 
経
済
部
副
部
長 

村
上
早
百
合
氏

　

二
〇
〇
五

年
の
新
年
の

地
域
経
済
面

で
連
載
し
た

「
未
来
は
咲

く
地
域
経
済

の
可
能
性
」

の
事
例
に
共

通
す
る
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、「
地
域
の
自
立
と
人
」

で
す
。

　

追
い
詰
め
ら
れ
て
中
か
ら
生
ま
れ

た
新
し
い
発
想
や
連
携
。
地
域
が
持

つ
自
然
、
環
境
、
歴
史
の
再
発
見
。

そ
の
と
き
に
核
に
な
る
の
が
人
だ
と

思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、「
連
携
の
仕
方
」。
例
え
ば
農

業
の
盛
ん
な
地
域
と
観
光
の
盛
ん
な

地
域
と
の
連
携
な
ど
、
異
分
野
の
と

こ
ろ
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　

先
月
号
に
引
き
続
き
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
基
調
講
演
に
続
い
て
行
わ
れ
た

公
開
討
論
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

　

兵
庫
県
は

五
つ
の
国
か

ら
で
き
て
い

ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地

域
が
特
色
あ

ふ
れ
る
優
れ

た
競
争
力
を

持
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
兵
庫
県
は 

〝
も
の
づ
く
り
（
技
術
）〞
だ
け
で

な
く
、「
風
土
」と
か「
文
化
」「
歴
史
」

に
根
差
し
た
地
域
特
性
と
い
う
の
が
、

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
非
常
に
こ
れ
か
ら

活
か
し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
情
報
発
信

で
す
。
二
つ
目
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
っ
て
の
製
品
開
発
や
サ
ー
ビ
ス
提

供
で
す
。
三
つ
目
は
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。
産
学
連
携
や
企
業
間

連
携
、
行
政
と
の
連
携
な
ど
が
不
可

欠
に
な
り
ま
す
。

⑥
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

兵
庫
県
立
大
学

経
営
学
部
教
授　

佐
竹
隆
幸
氏

　

今
日
は
大

き
く
三
つ
の

提
起
を
さ
せ

て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
一

つ
は
、
産
学

連
携
の
あ
り

方
。
二
つ
は
、

商
工
会
そ
の
も
の
が
一
つ
の
転
換
点

を
迎
え
て
い
る
こ
と
。
最
後
は
、
地

域
間
格
差
や
地
域
振
興
を
ど
う
捉
え

る
か
。
地
域
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、

そ
こ
に
息
づ
き
存
立
し
て
い
る
企
業

が
よ
り
成
長
し
て
い
く
。
さ
ら
に
そ

の
パ
イ
を
周
辺
に
伝
授
し
て
い
く
。

そ
れ
を
進
め
る
一
つ
の
媒
介
と
し
て

商
工
会
が
あ
り
、
そ
の
お
手
伝
い
を

産
学
連
携
の
中
で
県
立
大
学
経
営
学

部
が
行
う
。
そ
れ
は
地
域
貢
献
、
社

会
貢
献
を
ど
う
し
て
い
く
か
で
あ
り
、

本
気
に
な
っ
て
成
果
を
出
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
出
発
点
に
こ
の

産
学
連
携
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

⑤
兵
庫
県
商
工
会
連
合
会 

常
任
理
事

 

出
石
町
商
工
会 

会
長 

大
橋
直
人
氏

　

地
域
の
力

を
出
し
て
い

く
に
は
、
そ

の
土
地
の
物

を
掘
り
起
こ

し
て
そ
れ
を

メ
ジ
ャ
ー
し

て
い
く
と
い

う
気
持
ち
が

必
要
で
す
。
そ
の
例
が
出
石
そ
ば
で

す
。こ
れ
か
ら
の
方
向
は
、地
元
に
あ

る
埋
も
れ
た
物
を
掘
り
起
こ
し
て
い

く
。
そ
れ
も
大
勢
で
や
る
。
掘
り
起

こ
し
た
と
き
に
は
、
い
ろ
ん
な
知
恵

を
集
め
て
皆
で
そ
れ
を
運
営
し
て
い

く
こ
と
が
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

プ
ラ
ス
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

③
大
徳
醤
油
株
式
会
社

 

代
表
取
締
役 

淨
慶
耕
造
氏

　

養
父
市
は
、

南
但
馬
の
中

心
で
あ
り
続

け
た
の
は
、

一
つ
は
商
業

で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
観

光
事
業
だ
っ

た
と
思
い
ま

す
。
そ
の
商
業
が
危
機
的
ラ
イ
ン
に

近
づ
き
、
何
と
か
し
て
地
域
を
再
生

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
経
営
者
意
識
や
経
営
状
態
を

変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

県
立
大
学
経
営
学
部
と
の
産
学
連
携

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
企
業

の
中
身
や
将
来
に
つ
い
て
真
剣
に
議

論
す
る
大
学
生
の
姿
に
は
勇
気
づ
け

ら
れ
ま
す
。
但
馬
地
域
に
六
十
六
あ

る
経
営
革
新
認
定
企
業
の
う
ち
、
二

十
四
が
養
父
市
に
あ
り
ま
す
。
産
学

連
携
を
生
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

を
作
る
こ
と
が
、
地
域
再
生
に
繋
が

る
と
強
く
感
じ
ま
す
。



－5－

　

生
野
町
商
工
会
青
年
部
（
安
東
博

昭
部
長
）
は
、
四
月
十
五
日
（
日
）、

生
野
銀
山
へ
い
く
ろ
う
祭
り
を
開
催

し
た
。〝
へ
い
く
ろ
う
〞
と
は
、
地

元
言
葉
で
「
さ
ぼ
る
」
の
意
味
。
生

野
銀
山
周
辺
に
は
ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ
が

咲
く
こ
の
時
期
、
春
の
陽
気
に
誘
わ

れ
銀
山
の
作
業
員
た
ち
が
休
ん
だ
こ

と
に
ち
な
ん
で
い
る
。

　

今
年
で
八
回
目
を
迎
え
た
こ
の
祭

り
は
、
地
域
住
民
と
商
工
会
青
年
部

な
ど
の
若
手
商
工
業
者
が
中
心
と

な
っ
て
実
施
。
特
に
今
年
は
、
生
野

銀
山
開
坑
一
二
〇
〇
年
を
迎
え
る
節

目
の
年
と
し
て
様
々
な
催
し
を
行
っ

た
。

　

祭
り
の
中
心
は
今
年
か
ら
実
行
委

員
会
公
認
競
技
と
な
っ
た
「
ト
ロ
ッ

コ
力
自
慢
大
会
」。
か
つ
て
鉱
石
を

運
搬
し
て
い
た
ト
ロ
ッ
コ
に
、
重
り

を
積
み
、
十
七
メ
ー
ト
ル
の
レ
ー
ル

（
最
大
傾
斜
度
一
〇
度
）
の
上
を
三

生
野
銀
山
へ
い
く
ろ
う
祭
り

十
秒
以
内
で
引
っ
張
る
も
の
。
出
場

者
の
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
が
、
力

い
っ
ぱ
い
に
ト
ロ
ッ
コ
を
引
っ
張
り
、

そ
の
距
離
や
タ
イ
ム
を
競
い
あ
っ
た
。

　

会
場
周
辺
に
は
商
工
会
青
年
部
有

志
に
よ
る
屋
台
も
出
店
し
、
祭
り
を

盛
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
来
場
者
へ

の
〝
お
も
て
な
し
〞
を
行
う
こ
と
で

交
流
を
深
め
た
。

　

さ
ら
に
、
商
工
会
青
年
部
で
は
、

五
月
二
十
日
に「
銀
谷
ぽ
っ
ぽ
祭
り
」

を
開
催
す
る
。
当
日
は
、「
僕
た
ち

の
あ
の
頃
」
を
テ
ー
マ
に
鉱
山
全
盛

で
汽
車
が
主
要
交
通
だ
っ
た
風
景
を

再
現
す
る
。

▲トロッコ力自慢大会

生
野
町
商
工
会
青
年
部

第
二
十
一
回
北
前
ま
つ
り

竹
野
町
商
工
会

　

去
る
五
月
三
日
、
北
前
船
で
栄
え

た
竹
野
町
で
「
第
二
十
一
回
北
前
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

北
前
ま
つ
り
は
、
江
戸
時
代
に
北

前
船
の
寄
港
地
と
し
て
栄
え
た
竹
野

町
を
し
の
ぶ
催
し
と
し
て
始
ま
り
、

今
年
で
21
回
目
を
迎
え
る
。
今
年
の

北
前
ま
つ
り
は
、
希
望
に
満
ち
た
ふ

る
さ
と
づ
く
り
と
豊
岡
市
民
と
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
。

　

当
日
は
、
朝
か
ら
好
天
に
恵
ま
れ
、

北
前
船
パ
レ
ー
ド
の
ほ
か
、
各
種
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
交
流
バ
ザ
ー
も

行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
っ
た
。

　

商
工
会
青
年
部
で
は
、
交
流
バ

ザ
ー
に
お
い
て
た
こ
や
き
を
販
売
し
、

長
蛇
の
列
が
出
来
る
ほ
ど
の
盛
況
を

え
た
。
ま
た
、
商
工
会
女
性
部
は
、

焼
き
た
て
パ
ン
の
ほ
か
、
竹
野
町
特

産
の
〝
は
り
で
ん
ぶ
く
〞
を
販
売
し

好
評
を
え
た
。
特
に
、
竹
野
海
岸
に

流
れ
着
い
た
流
木
を
利
用
し
た
ミ
ニ

ガ
ー
デ
ン
は
、
道
行
く
人
の
目
を
楽

し
ま
せ
た
。

６月１日　商業統計調査を
実施します！
　この調査は卸売・小売業を営む全
国のすべての事業所（店舗）を対象
にしており、商業の実態が明らかと
なる基礎資料を作成することを目的
としています。
　５月の下旬から調査員が各事業所
へお伺いし、調査票の説明とともに
調査票へのご記入をお願いします。
　どうぞご協力をお願いします。

【問合せ先】
兵庫県県民政策部政策局統計課
商工業統計係
TEL：（078）362-4128
FAX：（078）362-4131

商工中金
神戸支店
〒650-0032　神戸市中央区伊藤町111
　０７８（３９１）７５４１

姫路支店
〒670-0015　姫路市総社本町111
　０７９２（２３）８４３１

尼崎支店
〒660-0082　尼崎市東難波町5-19-8
　０６（６４８１）７５０１

主な行事予定

7
月
の
こ
よ
み

５
日
㊍
〜
６
日
㊎

 

商
工
会
管
理
者
研
修
会

 

（
篠
山
市
）

６
日
㊎ 

第
１
回
事
務
局
連
絡

会
議

６
日
㊎
〜
７
日
㊏

 

近
畿
府
県
連
総
会

上
旬 

金
融
担
当
者
研
修
会

10
日
㊋
〜
11
日
㊌

 

県
青
連
幹
部
講
習
会

12
日
㊍ 

商
工
会
理
事
研
修
会

（
神
戸
市
）

下
旬 

経
営
革
新
塾
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宍
粟
市
旧
山
﨑
町
で
は
、
四
月
二

十
八
日
〜
五
月
六
日
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
の
期
間
中
、「
藤
ま
つ
り
」

と
「
山
﨑
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
「
藤
ま
つ
り
」
は
、
千
年
藤
で
知

ら
れ
る
大
歳
神
社
の
恒
例
の
祭
り
。

商
工
会
女
性
部（
中
津
八
重
子
部
長
）

は
、
四
月
二
十
九
日
、
五
月
五
日
の

二
日
間
、
大
歳
神
社
境
内
に
咲
き
誇

る
「
千
年
藤
」
を
見
よ
う
と
訪
れ
た

満
開
の
藤
棚
の
下
で
甘
酒
接
待

「
藤
ま
つ
り
」
と
「
山
﨑
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

方
々
に
甘
酒
を
無
料
で
接
待
し
大
好

評
を
え
た
。

　

両
日
、
商
工
会
女
性
部
員
は
、
朝

七
時
か
ら
準
備
に
取
り
掛
か
り
、
満

開
の
藤
棚
の
下
は
ほ
の
か
な
甘
い
花

の
香
り
に
包
ま
れ
、
行
列
が
出
来
る

ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
藤
ま
つ
り
の
期
間
中
、
観

光
客
に
山
﨑
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
市
街
地
を
巡
る
「
山
﨑

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

が
行
わ
れ
た
。

　

山
﨑
町
は
、
十
六
世
紀
末
か
ら
城

下
町
と
し
て
栄
え
、
白
壁
が
美
し
い

旧
家
や
食
い
違
い
十
字
路
が
、
近
世

の
町
並
み
の
雰
囲
気
を
今
に
伝
え
る
。 　

期
間
中
、
地
獄
極
楽
絵
図
（
泉
龍

寺
）
や
播
州
山
﨑
藍
染
織
（
旧
家
梶

間
家
）
の
公
開
、
本
多
藩
の
宝
物
展

（
市
立
図
書
館
）
の
ほ
か
、
商
工
会

員
の
酒
造
店
二
店
が
参
加
し
、
酒
蔵

公
開
と
利
き
酒
体
験
が
行
わ
れ
た
。

宍
粟
市
商
工
会
女
性
部
山
崎
支
所

特
産
品
販
売
店
を
オ
ー
プ
ン

淡
路
市
商
工
会
青
年
部
東
浦
支
部

　

淡
路
市
商
工
会
青
年
部
東
浦
支
部

は
、
四
月
二
十
八
日
、
東
浦
タ
ー
ミ

ナ
ル
パ
ー
ク
内「
東
浦
地
域
物
産
館
」

に
、
特
産
品
販
売
所
を
オ
ー
プ
ン
さ

せ
た
。

　

商
工
会
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
は

「
淡
路
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
・

世
代
間
交
流
も
で
き
る
店
舗
に
し
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

　

特
産
品
販
売
所
は
、
観
光
客
に
淡

路
島
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
小
規

模
事
業
者
の
販
路
拡
大
を
目
指
し
て

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
運
営
。

商
品
は
ノ
リ
、
イ
チ
ゴ
な
ど
八
十
品

目
。
地
元
の
陶
芸
家
の
作
品
も
展
示

販
売
す
る
。

　ひょうご出会いサポート事業
～会員団体・協賛団体を募集しています～
　県では、企業や地域団
体等の協力を得ることで、
社会全体で“結婚”を応
援する機運を盛り上げて
います。出会いを支援す
る た め、昨年８月 か ら
「ひょうご出会いサポー
ト事業」を開始しました。同事業では、ホテルやレスト
ランなど協賛団体が企画・運営するさまざまな“ 出会い
の場 ”の情報を、「ひょうご出会いサポートセンター」が
企業などの会員団体に紹介します。
　昨年８月以来、36回のイベントを開催し、185組のカッ
プルが成立（4月22日現在）。現在、協賛団体や会員団体
を募集しています（個人での登録をご希望される場合は、
「準会員」として、ひょうご出会いサポートセンターで面
接の上登録となります。）

　（問）同センター（（財）青少年本部内）
　078－367－3810
　http://www.seishonen.or.jp/deai/deai.html

〒650-0023 神戸市中央区栄町通3-4-17
TEL 078-391-6315
http://www.hyogokenshin.co.jp/

いままでも　これからも　いつまでも

私たちは、兵庫県の皆さまとともに歩んでいく、
地域金融機関です。

ご融資の相談はご融資の相談は

お気軽に“お気軽に“ ”へ”へ

ご融資の相談はご融資の相談は

お気軽に“お気軽に“ ”へ”へ
イベントキャラクター
『ホッピー』

ご融資の相談は

お気軽に“ ”へ
■詳しくは窓口へおたずね下さい。
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